
３．見守りネットワーク 

1.認知症高齢者の徘徊行為などに対応する連携及び見守
り体制の整備 

 

2.見守りネットワーク体制の整備のため各関係機関団体
の代表者によるネットワーク会議の開催 

 

3.緊急通報体制の整備 

 

4.社会資源マップの作成、認知症取り組みのパンフレット
作成 



徘徊模擬訓練打ち合わせ会 



    連絡表     捜査の流れ 



徘徊模擬訓練 



サロンの活動（閉じこもり高齢者の訪問） 



スーパーでの無料相談コーナー 



高校生キャラバンメイト活動 



高校生の活動 

高校生サポーターの皆さん 高校生ボランティア 



活かせ！上水田ふれ合い助け合い隊 
～子供から高齢者～ 

社会福祉協議会       消防団 

民生児童委員         郷親会（若者の会） 

愛育委員            ひまわりの会（女性の会） 

キャラバンメイト        コスモスの園（知的障害者施設） 

幼稚園             身体障害者協会上水田支部 

小学校             知的障害者家族会 

中学校             サロン代表 

各PTＡ             英賀老人クラブ 

上水田幼児クラブ      薬剤師 

医師              各自治会長 

ＮＰＯ英賀の会        ＮＰＯこうけん 

福祉委員           介護支援専門員 



緊急連絡表 

地区社協の連絡表 認知症地域支援推進会議連絡表 



連絡表の設置 
 

ステッカー 





上水田見守りシート 



新
聞
の
報
道 



上水田の集い 小学校との連携 



上水田ふれあい助けあい隊便り 
 

上水田ふれあい助けあい隊便り 
                                            NO.１（平成２３年１１月） 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

上水田発起人の準備会 
平成２２年９月、「北房地域認知症キャラバンメイト連

絡会」での討論で、地域の中には認知症だけでなく高齢の

独居や老々世帯の方、色々な障害の方、病気と闘っている

方やその家族、児童を含めた虐待などの問題が現実にある

ことを確認しました。しかし、さまざまな組織の支援の考え

方は多くの部分で共通しているものと考え、個々の活動で

はなく、小学校単位ぐらいの地域で連携出来れば、さらに

より良い支援につながるのではないかとの意見が出ました。 

そこで上水田地域でも２０名の発起人が集まり、３回の会

合を持ち発足会開催に向けて準備を始めました。 

○上水田ふれあい助けあい隊発足式 

 平成２２年１１月３０日いろいろな組織の方が集まり

「上水田ふれあい助けあい隊～子供から高齢者～」の

発足式を行い約７０名の参加がありました。そこで上

水田を４ブロックに分けて各々役員（連絡員を含む）

を３名ずつ決め、今後役員会を行うことで次のステッ

プを計画することになりました。その後、役員会では

助成金の申請を行い、予算の計画（案）、会則（案）な

どを審議して、総会の準備を行いました。 

○上水田ふれあい助け合あい隊総会 

平成２３年４月２７日に約７０名の参加により総会を開催。

会則や予算の承認とともに、今年度の活動として 

①全戸を目標に「ささえ合いの連絡表」「救急キット」の設置 

②声かけ運動の推進 

③勉強会の計画 

などが承認され、今後実行していく方法などが話し合われ

ました。 

○上水田ふれあい助けあい隊発足まで 

 

（文責   会長 三ツ 芳順） 

 

 

まず第１回目の上水田の活動についての報告です。これからも随時（年２回程度を予定）皆さまにこのお

便りをお届けしたいと考えています。皆さまの御協力で、誰もが安心して暮らし続けて行くことが出来る

上水田を自分達で作って行きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上水田ふれあい助けあい隊便り 
                                          ＮＯ。２（平成２４年５月） 

○支え合い連絡表、救急キットの普及 

総会の決定により始められたキットの普及活動は地区

社協、キャラバンメイト、自治会など組織の枠組を超

えて協力することとなりました。その結果、素晴らしい

拡がりをみせ新聞にも報道されたところです。また、

消防からも「役に立った」との連絡をいただいておりま

す。さらに、この活動が旧北房町全体へと広がってい

るとのことで、先日行われた第２回総会でも全戸設置

を目指してさらに活動を続けて行くことを確認しまし

た 

○第１回ふれあい助けあい隊のつどい 

平成 23年 1２月 11日第１回のつどいを北房文化

センターで行いました。約120名もの住民の方の参

加があり、会長から情報キットの普及率が８割を超

えたことや、活動が旧北房町エリア全体に広がった

ことが紹介されました。また、民生委員の方により

チームを作って支援することで困難な問題が解決へ

とつながったことが報告されました。さらに認知症

予防の講演を聞き、用意された DＶD を鑑賞して、

地域を良くするためには一人一人が出来ることを実

行していくことこそが大切なのだと認識しました。 

○津高地区の方々との交流会 

平成 24年 1月 25日、岡山市北区津高地区の民

生委員、町内会長、社協、包括支援センターなど

21 名の方が、意見交換を求めてやってこられまし

た。そしてお互の活動内容を紹介したり、個人情

報、協力体制の構築などの問題点について活発に

情報交換をし、自分達の考え方を熱心に討論しま

した。そして、どの地域にも前向きな考えを持って

行動されておられる方々がいることをお互いに認

識することが出来て、大変有意義な会議を持つこ

とが出来ました。 

 

（文責  会長 三つ 芳順） 



サロンでの勉強会 



高校生との交流 他の地域との交流（月田地区） 



認知症予防活動 



真庭市認知症予防教室 
（岡山大学脳神経内科のアドバイス） 

•週1回(2時間）で12週連続 

•回想法 

•音楽療法 

•笑いヨガ 

•体操、運動、健口体操（口腔ケア） 

•ドリル形式の教材 

•生活習慣病の勉強 

•生活習慣の改善 



タッチパネルによる認知症検診 



認知症予防のために 
• 生きがいを作って生涯現役 
• 強いストレスを避け、楽しい生活 

• 若い頃からストレスの対処法をいくつも身に
つけておく 

• 1日３０分の有酸素運動 
• 1日30分以内の昼寝の習慣 
• 野菜や果物、魚、海藻を食べる 
• 赤ワインを飲む 
• 楽しい食卓 
• 新たな仲間との創造的活動 



生活習慣病と認知症 

平成26年度、真庭市は生活習慣病
の認知症に及ぼすリスクを市民に伝
え、生活習慣改善に留意することが
自分の健康につながり認知症の予
防にもつながることを理解していた
だくようなセミナーに取り組むことと
する。 
       （真庭市認知症地域支援推進会議より） 



認知症予防教室 



参加者の感想 

•３カ月有難うございました。笑うことの大切さ、体を動かすこと
の大切さを十分に知ることが出来ました。これからも続けて行
きます。 

•申込みしたときは不安でしたが、毎回楽しみで２回参加でき
なかった日がありましたが、休んだ時はどんなことをしている
のだろうかと気になり、とても楽しく参加できたことがとてもうれ
しかったです 

•自分の気持ちが明るくなったような気がします。 

•明るくなったこと。よく口が回るようになった。 

•毎週目標をたてることは大きな収穫であった 

•教室に通いだして生活、日々の考えが変わり、物事を気長に
考えるようになりました。 





げんき・輝きエクササイズ 



MIT（真庭いきいきテレビ）で 
一日３回放映 
（平成２７年から毎日） 

エクササイズ 笑いヨガ 



げんき輝きづくり支援事業 

北房 2か所 

落合 5か所 

久世 3か所 

勝山 1か所 

湯原 2か所 

蒜山 1か所 

 

      計 14か所 

 

参加者数 244名 

          















今後の体制 

•サロンなどへ行きタッチパネルを利用した認知症検診
をキャラバンメイト、民生委員、愛育委員、社会福祉協
議会などで行う 

•これは？と思った方を医療機関受診を考えるよう話し
かける 
•かかりつけ医の診察の後、必要なら専門医へ 

•重症ならば専門医療機関で対応。在宅で生活可能な
らば地域の支援と介護保険などを利用して通所系の
サービスなどを考える。専門医とかかりつけ医の役割
分担を 

•不安定な状況になった時は専門医へ情報を流し指示
を求める 

•「げんき輝きエクササイズ」の普及を行い認知症予防、
介護予防を進める 

 



ターミナル期 



２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上
1 3 12 28 48 82

1 16 104
3 4 16 72
3 5 18 55

1 1 1 5 4 1 1自殺

年代
悪性新生物
肺炎
心疾患
脳血管疾患

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上
1  5 12 26 38 96

1 11 97
1 5 4 17 73

6 4 15 49
2 3 4 3 1 1 0自殺

年代
悪性新生物
肺炎
心疾患
脳血管疾患

 平成21年度年齢別死亡原因 

  平成22年度年齢別死亡原因 



利用者の口腔内のアセスメント 

居宅介護支援事業所     介護施設 

 常にしている    5件        7件 

     

 概ねしている    18件       8件 

 

 殆どしていない   9件        2件 

 

 していない      4件        0件 



居宅サービス計画に位置付けている 

居宅支援介護事業所 

   はい   24件 

   いいえ  12件 

介護施設 

   はい    17件 

   いいえ   2件 

 



医療と介護を考える 
   医師と多職種の懇談会(14職種の参加） 

 

  医師会 

  歯科医師会 

  薬剤師会 

  ケアマネの会 

  訪問看護師 

  看護協会 

  栄養士会 

  理学療法、作業療法、言語聴覚士 

  歯科衛生士 

  行政    など 



口腔ケア検討会             
（ 医療講話：寺子屋）  



医師、多職種懇談会（１４職種の参加） 



口腔ケアチェックシート 
    シートの手引き   口腔ケアチェックシート 



真庭市の口腔ケアの活動 
（オール真庭で） 

医師多職種懇談会 
  口腔ケアチェックシートの活用 

  顔の見える関係造り 

  病院での口腔ケアチームの活動 

  切れ目のないケア連携  病院   施設、在宅 

認知症地域支援推進会議 

包括運営協議会 
  社会福祉協議会のサロンでの活動 

  愛育委員、キャラバンメイトの活動 

  家族会での勉強会 

  行政（認知症予防教室、高齢者の集い） 



げんき輝き手帳(真庭市） 



家族会での口腔ケア勉強会 


